
【主な掲載記事】
・防災頭巾贈呈式
・町民体育祭冬季大会
・熊日郡市対抗女子駅伝・郡市対抗熊日駅伝
・まちのわだい
・すくーるらいふ（竜北東小学校）

【主な掲載記事】
・防災頭巾贈呈式
・町民体育祭冬季大会
・熊日郡市対抗女子駅伝・郡市対抗熊日駅伝
・まちのわだい
・すくーるらいふ（竜北東小学校）

大切な命を守る「防災頭巾」大切な命を守る「防災頭巾」

【大地の恵み歴史の香り氷川町】【大地の恵み歴史の香り氷川町】

33
月号月号
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寒
さ
に
負
け
な
い
白
熱
し
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー

第
13
回
町
民
体
育
祭
冬
季
大
会

　

２
月
４
日
、
竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
宮
原
体
育
館
に
お
い
て
、
町

民
体
育
祭
冬
季
大
会
が
行
わ
れ
、
32
地
区
館
か
ら
671
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
部
で
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
傾
斜
に
よ
り
手
前

に
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
予
選
か
ら
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
と

な
り
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ャ
タ
の
部
で
は
、
な
か
な
か
入
ら
な
い
ボ
ー
ル
に
苦
戦
す
る
チ
ー

ム
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
好
タ
イ
ム
を
記
録
す

る
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。

　

成
績
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▲選手宣誓

▲アジャタ。あと少し

▲アジャタの部優勝：下宮

▲カローリング。注目の一投

▲カローリングの部優勝：北鹿野

〇
ア
ジ
ャ
タ
の
部

　

優　

勝　

下
宮

　

準
優
勝　

中
大
野

　

第
３
位　

今

　

第
４
位　

東
網
道

〇
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
部

　

優　

勝　

北
鹿
野

　

準
優
勝　

早
尾

　

第
３
位　

下
宮

　

第
４
位　

高
塚
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特産トマトをＰＲ
第６回やつしろＴＯＭＡＴＯフェスタ

い業の振興に貢献
第58回熊本県農業コンクール大会表彰式

▲廣田和博さん（北鹿野）▲トマト早食い大会

1/
28

1/
26

平
成
29
年
度
第
58
回
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
の
表
彰
式

が
熊
本
テ
ル
サ（
熊
本
市
）に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
大
会

は
、自
ら
の
農
業
経
営
・
技
術
の
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
む
県
内

の
優
秀
な
農
業
経
営
者
や
団
体
の
功
績
を
称
え
開
催
さ
れ
、廣
田
和

博
さ
ん
（
北
鹿
野
）
が
地
域
貢
献

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

廣
田
さ
ん
は
、
い
ぐ
さ
生
産
者

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
「
北
部
ひ
の

み
ど
り
会
」
の
設
立
や
「
地
域
特

産
物
（
い
ぐ
さ
・
畳
表
）
マ
イ
ス

タ
ー
」
と
し
て
、
栽
培
技
術
向
上

等
に
尽
力
さ
れ
、
県
新
品
種
の
実

証
展
示
圃
等
に
積
極
的
に
協
力

す
る
な
ど
、
普
及
拡
大
に
も
貢
献

さ
れ
た
の
が
評
価
さ
れ
、
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

道
の
駅「
竜
北
」に
お
い
て
、第
6

回
や
つ
し
ろ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
フ
ェ
ス

タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
と
ま
ピ
ン
」を
は

じ
め
と
す
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
シ
ョ
ー

や
、
ダ
ン
ス
や
演
奏
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。ま
た
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る
ト
マ
ト
の
早
食
い
大
会

や
、新
し
く
行
わ
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト

す
く
い
な
ど
、
お
い
し
い
ト
マ
ト
に

参
加
者
か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。

出
店
で
は
、
ト
マ
ト
を
使
っ
た
料

理
や
加
工
品
が
販
売
さ
れ
る
な

ど
、
ト
マ
ト
一
色
の
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

先人の想いを引継いで
不知火干拓入植50周年記念植樹

若
洲
公
園
に
お
い
て
、
不
知
火
干
拓
入
植
50
周
年
を
記
念
し

た
植
樹
が
行
わ
れ
、
高
さ
約
５
メ
ー
ト
ル
の
ク
ス
ノ
キ
が
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。

不
知
火
干
拓
は
、
食
料
増
産
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
26
年
国

の
直
轄
事
業
に
よ
り
着
工
さ
れ
、
17
年
を
要
し
て
昭
和
42
年
に

完
工
し
、
県
内
各
地
か
ら
90
戸
の
農
家
が
入
植
さ
れ
ま
し
た
。

干
拓
地
特
有
の
塩
害
や
軟
弱
地
盤
と
の
戦
い
、
台
風
に
よ
る

農
作
物
へ
の
被
害
、
熊
本
地
震
に
よ
る
農
道
、
圃
場
、
施
設
・

倉
庫
な
ど
へ
の
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
地
域
農
業
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な

ど
の
露
地
野
菜
が
主
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

1/
30

▲植樹を行う関係者の方々

月号No.149 3
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地域貢献活動に
ＩＨクッキングヒーター贈呈式

新たな農事組合法人が誕生
農事組合法人肥の川南の設立

▲農事組合法人肥の川南の組合員▲九州電力八代営業所の中島政治所長（左）

2/
5

2/
1

南
鹿
野
地
区
公
民
館
に
お
い
て
、
農
事
組
合
法
人
肥
の
川
南

（
代
表
理
事

平
岡
英
康
：
南
鹿
野
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

肥
の
川
南
は
、
氷
川
町
で
４
番
目
と
な
る
農
事
組
合
法
人
で
、

組
合
員
は
、
南
鹿
野
地
区
の
農
業
者
32
名
で
構
成
さ
れ
、
経
営

面
積
が
約
37
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
に
組
織
を
立
ち
上
げ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

に
よ
り
地
域
の
課
題
を
整
理
し
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ

る
離
農
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
問
題
に
つ

い
て
検
討
会
を
開
催
し
た
り
、
先
進
事
例

の
視
察
や
研
修
会
等
へ
の
参
加
を
重
ね
、

農
事
組
合
法
人
の
設
立
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
も
ち
米
を
中
心
に
農
作
業
の

共
同
化
や
受
託
、
農
地
の
借
り
受
け
や
高

収
益
作
物
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、

農
業
経
営
を
進
め
な
が
ら
、
農
業
の
維
持
・

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

氷
川
町
役
場
に
お
い
て
、
九
州

電
力
八
代
営
業
所
よ
り
、Ｉ
Ｈ

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
九
州
電
力
が
Ｉ
Ｈ
料
理

教
室
な
ど
の
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
調
理
室
に

１
台
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。九
州
電

力
八
代
営
業
所
の
中
島
政
治
所
長

は「
ぜ
ひ
こ
ち
ら
の
器
具
を
利
用
し

て
、地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
教

室
な
ど
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

勝利を目指して頑張ります
第18回全九州卓球選手権大会（中学の部）出場者激励会

氷
川
町
役
場
大
会
議
室
に
お

い
て
、
第
18
回
全
九
州
卓
球
選

手
権
大
会
（
中
学
の
部
）
出
場

者
激
励
会
が
行
わ
れ
、
出
場
者

に
報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
平
成
29
年
12
月

23
日
、
24
日
に
行
わ
れ
た
全
九

州
卓
球
選
手
権
（
中
学
団
体
の

部
）
予
選
で
２
位
と
な
り
、
出

場
権
を
獲
得
し
た
も
の
で
す
。

２
月
17
日
、
18
日
に
大
分
県

別
府
市
（
別
府
市
総
合
体
育
館
）

に
て
開
催
さ
れ
た
同
大
会
に
出

場
さ
れ
、
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

【
出
場
者
】

竜
北
中
学
校

北
山

大
地
さ
ん
（
２
年
島
地
）

濱
洲

秀
歩
さ
ん
（
２
年
北
鹿
野
）

濱
田

渓
人
さ
ん
（
２
年
中
網
道
）

満
井

悠
斗
さ
ん
（
２
年
上
鹿
島
）

眞
田

立
盛
さ
ん
（
２
年
島
地
）

俵

颯
太
さ
ん
（
２
年
南
鹿
野
）

遠
山

昂
太
郎
さ
ん（
２
年
中
網
道
）

山
下

幸
也
さ
ん
（
１
年
上
鹿
島
）

船
原

大
さ
ん

（
監
督
）

吉
開

信
昌
さ
ん
（
コ
ー
チ
）

2/
14

▲竜北中卓球部の皆さん

き
た
や
ま

  

だ
い 

ち

は
ま 

す

  
 

し
ゅ
う
と

は
ま 

だ

 

け
い 

と

み
つ 

い

 

ゆ
う 

と

さ
な 

だ

 

り
ゅ
う
せ
い

た
わ
ら        

そ
う 

た

と
お
や
ま

  

こ
う 

た 

ろ
う

や
ま
し
た

  

こ
う 

や

ふ
な
は
ら

  

だ
い

よ
し
が
い

  

の
ぶ
ま
さ
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だよりけ ん こ う

お問い合わせ先：健康センター　☎52-7154　保健師

Ⅲ Ⅱ

HbA1cと体重の推移

あり

65歳以上
カテゴリー ※体の特徴・

健康状態

なし

あり

64歳未満

なし

Ⅰ

合
併
症
予
防
の

た
め
の
目
標

治
療
強
化
が

困
難
な
際
の
目
標

血
糖
正
常
化
を

目
指
す
際
の

目
標

検査年月日

※ 糖尿病治療ガイド2016-2017　p98参照

体　　重

なし

年　　齢

あり

あり

HbA1c
（％）

下限7.0%

下限6.5%

下限

7.0%

下限

7.5%

検査年月日

※ 糖尿病治療ガイド2016-2017　p98参照

年　　齢
体　　重

HbA1c
（％）

（㎏）

体
重

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

歳 歳 歳

㎏

㎏

㎏

㎏

㎏

歳 歳
㎏ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏

H27に初めて町の健診を受けていただき、それから
毎年受けていただいています。
H28訪問時はお忙しく挨拶のみでしたが、代わりに
奥様が食事の話を聞いて下さり「頑張るね！」といっ
て下さいました。
H29は見事にMさんの頑張りが数値に表れ、微力な
がら管理栄養士として関わることができ、とてもうれ
しく思います。これからもぜひ頑張ってくださいね！

H29 人間ドック
8月：訪問し糖尿病連携手帳を確認しました
     「薬が変更になってデータが良くなったよ」
1月：訪問し糖尿病手帳を確認しました
「ご飯の量を減らしたのが一番。最初はつらかったが慣れれば大丈夫」
取りくみ）「ご飯量を2杯→1杯へ」「散歩を6000～7000歩/日」
「体重が70㎏まで下がったよ。やっぱり食事が基本だね」

管理栄養士から改善の
●食事の改善
●病院での治療継続
●糖尿病連携手帳の活用
●特定健診を継続して受ける

担当N管理栄養士より感想

Mさんの血糖改善への道！
Mさん：60代男性糖尿病歴は7年。内服による治療は続けていらっしゃいましたが、血糖コントロールに向けて
管理栄養士が介入させていただき、血糖がこんなに改善しました！

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
目
標
（
糖
尿
病
治
療
ガ
イ
ド
2
0
1
6
‐
2
0
1
7
）

H28 みなし受診
訪問して糖尿病連携手帳を確認しました
妻と糖尿病の合併症や慢性腎臓病についてお話
ししました。食事量（果物・ご飯量）確認しました

H27 人間ドック
電話で治療状況を確認しました
「運動と食事に取り組んでいるよ」

重
症
低
血
糖
が
危
惧
さ
れ
る
薬
剤

（
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
、
S
U
剤
、
グ
リ
ニ
ド
薬
な
ど
）
の
使
用

75歳以上

65歳以上
75歳未満
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参考文献：糖尿病治療ガイド2016～2017、新潟大学予防医学分野、宮崎県歯科医師会

氷川町の相談窓口

熊本県の相談窓口

☎52-7154（健康センター）
メールアドレス：
kenhuku@hikawa.kumamoto.jp

◆メンタルヘルス相談日
内　　容：臨床心理士によるカウンセリング
日　　時：3月28日（水）14時～17時
場　　所：健康センター相談室
相談担当：臨床心理士　井田博子

■精神的葛藤と苦悩に関する相談
　熊本いのちの電話　24時間 年中無休
　☎０９６－３５３－４３４３

◆心療内科医師相談
内　容：

相談日：希望に合わせて医師と調整します
時　間：13時30分～15時
場　所：健康センターまたは訪問
相談担当：荒木幹太 医師
（荒木医院／熊本労災病院心療内科医師）

こころの健康コーナー

※電話またはメールで健康福祉課保健予防
係へ予約をお願いします。

受診したいがなかなか受診でき
ない方のために心療内科医が相
談を受けます

 第58号

認知症に関する相談会
日　時：毎月第1木曜日（14時30分～）
場　所：宮原福祉センター
相談員：精神保健福祉士・介護支援専門員
※相談会以外にも、地域包括支援センターでは随時
相談をお受けします。（日曜祝日を除く 8：30～17：00）

問い合わせ先
地域包括支援センター（宮原福祉センター内） ☎62-3456
健康福祉課保健予防係（健康センター内）　　 ☎52-7154

「認知症サポーターキャラバン」とは
認知症キャラバンメイトは「認知症サポーター」を養成し、認知症になっても安心して暮らせるまちづくりに取り組みます。

引用：自殺対策推進センター「こころもメンテしよう」

氷川町認知症キャラバンメイトだより

本人に限らずご家族・知人などの人も
相談できます。※相談は無料です　

　もやもやした気持ちを抱えて苦しいときは、それを紙に書いてみま

しょう。自分なりの言葉で書くことが一番ですが、文章を書くのが苦

手なら、イラストやマンガ、あるいは「書きなぐり」でも。要は頭の中

で考えるだけでなく、実際に「手を動かす」ことが大切です。

　書くことの効果はおもに２つ。１つは今抱えている悩みと距離をと

って、客観的に見られるようになること。その結果、あせりがやわらぐ

ので、落ち着いて物事を考えることができるようになります。もう１つ

は、それまで思いつかなかった選択肢に、自分で気づけるようになる

こと。これは書いた文章を読み直すことで得られる効果です。

　わけもなくイライラしたり、こころがちょっと疲れたときは誰かに「ツラ
イよぉ…」と愚痴をいうことも立派なストレス解消法です。様々なセルフ
ケアの一つをご紹介します。

認知症の人への対応の心得“３つの「ない」”

●認知症の人への対応の7つのポイント●

～ こころと体のセルフケア ～

『今の気持ちを書いてみる』

認知症の人への対応には、認知症に伴う認知機能低下があることを正しく理解していることが必要です。そして、偏見を持たず、
認知症は自分たちの問題であるという認識をもち、認知症の人を支援する姿勢が重要になります。

まずは見守る

余裕をもって対応する

声をかけるときは1人で

後ろから声をかけない

相手に目線を合わせてやさしい口調で

おだやかに　はっきりした話し方で

相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する

1.驚かせない　2.急がせない　3.自尊心を傷つけない

★認知症サポーター養成講座は認知症を正しく知るための学習会です。
少人数のグループでもOK。皆さんのご都合に合わせた日時を下記に
ご連絡ください。

氷川町役場　健康福祉課 保健師　☎52-7154（健康センター）
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